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岩手県立遠野高等学校 令和６年度 第１回学校運営協議会 会議録 

 

日  時  令和６年５月１５日(水) １３:１０〜１４：１０ 会議室 

出 席 者  令和６年度学校運営協議会委員及び本校職員 計１４名 

主な次第  ①協議 

       (１)令和５年度における主な実績に係る報告について 

(２)スクール・ポリシー及び令和６年度学校経営計画について  

(３)学校魅力化の方策について 

②各委員からの提言 

③その他 

議事録 

①協議 

１ 令和５年度における主な実績に係る報告について 

（１）令和５年度学校運営計画達成指標の達成状況 

      （校長）令和５年度第３回学校運営協議会以降の達成状況の変化等について説明 

 （２）令和５年度の主な実績 

    （校長）部活動や広報活動、海外派遣等について概要説明 

 （３）令和５年度卒業生徒の進路状況 

    （校長）概要説明 

    （Ａ委員）大学等への入試方法別割合はどのようになっているのか。 

     →（校長）多くの生徒が、学校推薦型入試や自己推薦型入試を利用し進路決定している。 

     →（Ａ委員）総合的な探究の時間や課外活動が、直結しているということがわかる。 

 （４）令和６年度の入学者数及びこれまでの推移 

    （校長）クラス数の減少などに触れつつ経過説明 

 （５）令和６年度の下宿生徒の状況 

    （校長）現状とともに、下宿先の確保等の課題について説明 

２ スクール・ポリシー及び令和６年度学校経営計画について 

 （１）スクール・ポリシー及び令和６年度学校運営計画 

    （校長）令和５年度第３回学校運営協議会からの変更点・修正点を中心に説明 

（２）岩手県立遠野高等学校特色化・魅力化ヴィジョン 

   （校長）令和５年度第３回学校運営協議会からの変更点・修正点を中心に説明 

（３）遠野市からの支援 

（校長）新規事業である「高校生×未来デザインプロジェクト補助金」等について説明 

     →（１）（２）（３）について、学校運営協議会委員によって承認された。 

３ 学校魅力化の方策について 

   （１）中学生市内からの入学生確保について 

      （校長）課題や対応、状況について説明 

（Ｂ委員）広報活動を実施しているだろうと思うが、足りないように感じる。遠野市内の同窓

生をアンバサダーとして、保護者等へ情報発信しても良いのではないか。 

      （Ｃ委員）保護者対象の学校説明会等の実施状況はどうなっているのか。 
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→（校長）以前とは名称等は変わっているが、市教委と連携し「保護者のための遠野市内高

校説明会」を実施している。 

→（Ｃ委員）保護者や中学生にこれまで以上に知ってもらうために、ＰＲ方法を考えてもら

いたい。 

  （２）市外からの入学生との居住先の保障 

（校長）地域みらい留学の受け入れ等の課題や対応、状況について説明 

  （３）特別な配慮を要する生徒への対応充実 

（校長）課題や対応として岩手県教育委員会事業「いわて特別支援教育かがやきプラン推進事

業」が行われること、特別支援教育支援員の未配置である現状について説明 

（４）生徒の学力向上 

  （校長）令和６年度からの遠野市公営塾に触れ、説明 

（５）学校スタッフの減少 

（校長）課題や対応、状況について説明 

（６）部活動顧問の配置困難 

（校長）課題や対応、状況について説明 

（７）教員の働き方改革の推進 

（校長）課題や対応、状況について説明 

②各委員からの提言 

（Ｄ委員）「高校生×未来デザインプロジェクト補助金」への高校生参加について、学校から後押し等

を関係各位でお願いしたい。 

下宿先の確保について、事業者募集や関係機関への声掛けを進めたい。 

（Ｃ委員）この協議会を、課題やテーマについて１つ１つ時間をかけて協議するものとしてもらいたい。 

（Ｅ委員）財団の事業に協力してもらっている。視野を広げることに繋がり、高校生にとってよい体験

になっているように感じる。活動の中で児童・生徒の交流もよい関係で事業ができている。

今後とも財団の事業へ積極的に参加してもらいたい。 

（Ｆ委員）課題に対して前向きに意見交換していきたい。 

（Ｂ委員）「新しい『遠野物語』を創るジェクト」を発展させ、地域の困りごとの解決へ繋げてもらい

たい。同窓生として入学生増加に協力したい。 

（Ｇ委員）中学３年生の進路決定には、家庭毎に様々な事情があると思う。 

中学生にとって高校の魅力とは何かと考えると、高校生が実際どのような活動をしているか

分からないことや分かりづらいことが多いのではないか。台湾との交流活動等を通して児童・

生徒が交流することもよいのではないか。 

（Ａ委員）中高連携して、親も学べる機会が必要だと思う。 

（Ｈ委員）課題について、協議会委員全体で協力して解決していきましょう。 

③その他 

（１）岩手県立遠野高等学校いじめ防止基本方針 

（２）令和６年度遠野高等学校職員 働き方改革アクションプラン 

 以上、２点について校長より説明、質疑応答なし 


